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本シリーズでは、最近の禁煙科学に関する医学情報を要約して紹介しています。医学論文や学会発表等から有用と思われたものを、あくまで

私的ではありますが選別し、医療専門職以外の方々にも読みやすい形で提供することを目的としています。より詳細な内容につきましては、

併記の原著等をご参照ください。 
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「ニコチン送達速度の違いによるヒトの反応性比較：ニコチン静注実験 」 

Joao P De Aquino等、Addict Biol. 2022 Mar;27(2):e13161. PMID: 35229960  

 

→乱用薬物の強化効果は脳への送達速度が速いほど高まり、覚醒剤や麻薬などの投与法を経口から静注に替え

て送達速度を高めると、劇的に依存性が高まる。 

→一方、ニコチンを紙巻きや電子タバコよりゆっくり送達するニコチンパッチなどには、依存効果はほとんど

なく、禁煙者の喫煙欲求や離脱症状を緩和する効果がある。 

→ニコチン受容体の複数のサブタイプは、ニコチンの強化効果、離脱症状抑制作用、認知機能亢進作用、生理

的作用を担っており、多様な分布パターンや親和性、脱感作閾値を示し、こうした神経生理学的レベルでの差

が、ニコチン送達速度による行動レベルでの差を生じると考えられる。 

→しかし、ニコチンの送達速度による依存性や症状緩和の差を、ヒトにおいて体系的に調べた報告はない。 

→今回、ニコチンを様々な速度で静注する実験を行い、依存性と緩和効果などを調べた。 

→新聞やネット広告で募集した喫煙者24人で実験を行った（男性13人、女性11人、平均年齢28.1歳、既往歴な

し、FTND平均値2.8、平均1日喫煙本数7.7本、平均喫煙年数17.7年）。 

一晩喫煙しない状態で、5つの実験を無作為に、各24時間以上空けて行った。 

→酒石酸水素ニコチン溶液を、ニコチン1mg/70kg体重の量で、4つの速度で静注投与した（1mgニコチン/分、

0.4mg/分、0.2mg/分、0.1mg/分）。 

→ニコチン静注終了後は10分後まで二重盲検で生食静注を継続した。 

→対照実験として生理食塩液のみを投与する実験も行った。 

→1mg/70kg体重のニコチン量は、紙巻タバコや電子タバコ1本で送達されるニコチン量の範囲内にある。 

→最速の1mg/分の静注速度は、紙巻タバコ喫煙による送達速度である、一服ごとに2秒で0.1mgのニコチンを摂

取する速度に近い。 

→最遅の0.1mg/分の静注速度は、10分で0.8–1.4mgのニコチンを摂取する電子タバコ使用時の速度に近い。 

→中間速度の0.4mg/分と0.2mg/分は、新世代の電子タバコに近い。 

→自覚的薬物効果は、DEQ質問表を用いて、静注開始から1, 3, 5, 8, 10分後に調べられ、刺激効果、快感効

果、不快効果、を回答した。 

→喫煙欲求は、QSU-B質問表を用いて、静注開始直前、5, 30, 60, 120分後に調べられ、強化効果を得たい（因
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子１）、ネガティブ感情を減らしたい（因子２）、という欲求を回答した。 

→ニコチン離脱症状は、MNWSを用いて、静注開始直前、30, 60, 90, 120分後に調べられ、その強さを回答し

た。 

→心拍数を、1分後、その後2分ごとに20分間、25, 30, 40, 50, 60, 90, 120分後に計測した。 

→血圧を、5分後、その後5分ごとに30分間、30, 40, 50, 60, 90, 120分後に計測した。 

→認知機能をCPTテスト（続けて同じ数字が出たら左クリック、違う数字が出たら右クリック）で調べ、静注

前、30, 60, 90, 120分後に行い、注意力の持続性、集中力、作業記憶を評価した。 

→各従属変数は、投与速度、投与後の時間、それらの相互作用、実験の主効果の被検者内因子による混合効果

モデルで解析した。 

→自覚的刺激効果は、1mg/分と0.4mg/分で0.1mg/分より高く、効果は3分後にピークがあり、1–5分間は投与速

度間で差があった。 

→自覚的快感効果は、0.4mg/分で0.1mg/分より高く、効果は3分後にピークがあり、1, 5, 7分後に投与速度間

で差があった。 

→喫煙欲求のうち因子１は、投与速度と時間の相互作用、時間による変化が見られたが、投与速度間では差が

なかった。 

→喫煙欲求のうち因子２は、投与速度と時間による変化が見られ、0.1mg/分、0.2mg/分、1mg/分で生食静注

（ニコチンなし）より低下した。 

→離脱症状の指標MNWSの変化は、投与速度と関連がなかった。 

→心拍数はいずれも生食より3分–40分後に高くなったが、投与速度間では差がなかった。 

→収縮期血圧は1mg/分を除き生食静注より10–40分後に高くなったが、拡張期血圧は変化しなかった。 

→注意力を反映するCPT処理スコアは、0.2mg/分で最も高く、生食や1mg/分より有意に良かった。 

→0.1mg/分は生食より良く、0.4mg/分や1mg/分は生食と差がなかった。 

→ニコチンの精神神経作用は送達速度により異なる。 

 

＜選者コメント＞ 

 短期禁煙時のニコチン投与の効果について、ニコチン静注実験により多角的に評価した研究です。 

 一晩喫煙しない状態で実験を行い、タバコ1本分のニコチンを、4つの異なる速度で静脈注射し反応を調べま

した（静注にすることで投与速度を正確に管理しています）。その結果、 

１）ニコチンの強化効果（報酬効果・快感）は、急速投与で得られる＝紙巻タバコや新世代電子タバコの

ニコチン送達と同じ速度 

２）喫煙欲求の抑制は、投与速度によらず得られる 

３）認知機能（注意力）の亢進は、緩徐投与で得られる＝初期の電子タバコと同じ送達速度 

であることが分かりました。（注：ちなみに、ニコチネルTTS30のニコチン放出速度は、およそ0.015mg/分程度

と考えられ緩徐です。） 

 これにより、紙巻タバコや電子タバコなどの急速な送達では依存を作りやすいが、緩徐な送達法では依存を

作りにくいこと、緩徐な送達法は喫煙欲求の緩和のみならず、禁煙時の作業効率の低下を防止すること、が示

唆されます。 

 電子タバコをさらに改良して送達速度を低めにコントロールすれば、より禁煙に役立つ武器になる可能性も

指摘されました。 

 ニコチンの送達速度によりヒトの反応が異なることを、科学的に検証した有意義な研究と思われます。 
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